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カラマツ次代検定林を設定しました

林木の育種を進めるにあたり、次代検定林は次世代の優
良な個体の選抜や様々な形質の遺伝性を明らかにするた
めに不可欠です。今年度は5月に石狩森林管理署管内（札
幌市、北北31号）と上川中部森林管理署管内（愛別町、北
旭16号）に1箇所ずつ、カラマツの次代検定林を設定しまし
た（図1)。いずれの次代検定林にも、成長や材質、着果性
に優れた第一世代精英樹及び材質優良木を人工交配して
育成した32家系の苗木を植栽しています。

今回次代検定林を設定するにあたり、初めて低温貯蔵施
設（雪ムロ）を利用した苗木の保存を試みました。次代検定
林の苗木の植栽は雪解け後、区画の表示や植え付け場所
の点つけ（植え付ける位置に竹串や割り箸などを日印として
挿す）を行なった後に実行します。活着率を高めるためには
苗木が芽吹く前に植栽することが望ましいのですが、北海道
内は気象条件が多様であるため雪解けの時期がまちまちで
あり、特に次代検定林を設定する山地では苗木を育成して
いる育種場内の苗畑と比較して雪解けが遅い傾向がありま
す。そこで芽吹きを抑制するため、植栽直前まで苗木を雪ム
ロに貯蔵しました。

次代検定林に植栽する苗木は2箇所合わせて5000本近
くあり、その貯蔵準備から雪ムロから掘り出し植栽するまでの
プロセスは試行錯誤の連続でした。まず、11月に根切りを行
い家系ごとに紐で縛った苗木を苗畑に根伏せし、積雪の
下に寝かせておきました。そして雪ムロに搬入する雪が十分
に確保され、雪解けが進む直前の3月上旬、積雪の下から苗
木を掘り出して雪ムロに移動しました。この時まだ、苗畑には
約50cmの積雪があり、育種場長以下職員総出でスコップを
用いて除雪を行い、苗木を掘り出しました（図2)。雪ムロは
断熱性が高い構造ですが、外気温の影響を完全に遮断で
きるわけではなく、徐々に内部の雪が融解するため、しばしば
雪を追加する必要がありました。4月に入ると気温が高い日も
増え、雪ムロ周辺の積雪が減っていく様子を見ながらじりじり
と検定林設定予定地の雪解けの情報を待ち、5月中旬、何と
か雪ムロ内の雪が維持できているうちに苗木の搬出、植栽を
終えることができました。6月上旬に北北31号、北旭16号の活
着と初期苗高の調査を行いましたが、いずれにおいても数個
体を除いて無事開葉を確認することができました。

近年、気象条件の変化を感じることが多く、北海道におい
ても積雪量や積雪期間の減少、春先の気温が不安定であ
ることによって樹木のフェノロジー（季節変化）が影響を受け
ていることを目の当たりにします。次代検定林の設定までのプ
ロセスは開花のタイミングを見極める人工交配に始まり、採
種、育苗、植栽まで多くの場面で天候の影響を受けます。そ
んな中、今回雪ムロでの苗木の貯蔵が成功したのは、遺伝
資源課の適切な管理の成果です。気象条件の変化に柔軟

令

に対応するためには、日々の観察と経験の蓄積が重要であ
り、継続的な検定林の設定は林木育種を進める上で不可欠
であるだけでなく、関連する技術を維持、向上させる上でも
重要だと感じました。

最後になりましたが、本検定林の設定にあたり、北海道森
林管理局、石狩森林管理署、上川中部森林管理署の皆様
に多大なご協力をいただきました。この場をお借りしてお礼申
し上げます。
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図ー1．検定林の位置
※地理院地図を使用
https:/ /maps.gsi.go.jp/#7 / 43.254549 
/ 1 42.824836/ &base=blank&ls=blank&disp= 
1 &vs=c1 g1 j0h0k010u0t0z0r0s0m0f2 

図-2.苗木の掘り出し作業 図-3．雪ムロでの苗木の保存

図-4.無事開葉した苗木
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トドマツ展示林の設定について

北海道育種場育種課長訓I眉i ー 隆：

トドマツは北海道を代表する針葉樹で、材は建築全般、土
木、器具等多岐に利用できることから育種対象樹種となって
おり、昭和29年から開始された精英樹選抜育種事業の結
果、第1世代精英樹が道内で782個体選抜されています。そ
の後、次世代選抜に向けて、これらの精英樹の子どもを利用
して検定林が造成され、令和4年度までに成長形質等で
優秀な結果を示した50個体が第2世代精英樹（エリ ートツリ 
ー）として選抜されました。

第2世代精英樹は今後国有林や民有林の採種園の改
良時に母樹として利用されることが期待されますが、積極的
に利用してもらうためには、実際にそれらの子供の優秀性を
示す必要があります。特定母樹のグイマツ中標津5号とカラ
マツ精英樹を交配して創出された子供（通称クリ ーンラー 

チ）についてはすでに展示林が設定されており、その優秀性
をアピールすることに貢献していますが、トドマツ第2但代精
英樹ではこのような展示林がまだ設定されていません。

そこで、今回は無改良世代、第1世代精英樹、及び第2世
代精英樹（候補木も含む）から種子を採取してコンテナ苗を
育成し、これらの苗を利用して展示林を設定しましたので、こ
れまでの経緯等について報告します。

1植栽用苗木の育成
まず、令和2年秋に北海道育種場内で各世代に属するト 

ドマツ数個体から球果を採取し、精選した種子を低温貯蔵
しました。その後、令和3年春に貯蔵された種子を取り出しイ
ンキュベーターを利用してシャーレ内で発芽を誘導するか、ま
たは屋外でセルトレイにまき付けて発芽を誘導しました。発芽
直後に随時コンテナに移植し、その後適当に肥料を与えな
がらおよそ800苗を三成長期間育苗しました（写真-1参照）。
令和5年秋の三成長期終了後、全体の成長贔は平均30cm 
ほどでしたが、中には50cm以上の苗高を示した個体もありま
した。ただこの時点では、苗高について各世代間で統計的
な有意差はみられませんでした。

写真1. コンテナでの成長の状況
（左から 一成長期後、 二成長期後、 三成長期後）

2展示林の設定
これらコンテナ苗を、令和6年5月下旬に場内の庁舎近くの

試験区を利用し、各世代で成長の差が明確にわかるように、
世代ごとに列状2m間隔で植栽しました。全体の植栽本数
は312個体になりました（写真-2参照）。6月中旬の段階では2
個体が枯損しており、直ちに補植を行いました。今後も枯損
等が起こらないように適切な管理を行うとともに成長量調査
を行い、第2世代精英樹の子供が他の世代に比べて成長
が優秀であるのかどうか確認したいと思います。

写真-2 ． 植栽直後の展示林の様子
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û
 

（育種研究室 福田陽子）

図ー1．検定林の位置
※地理院地図を使用
https:/ /maps.gsi.go.jp/#7 / 43.254549 
/ 1 42.824836/ &base=blank&ls=blank&disp= 
1 &vs=c1 g1 j0h0k010u0t0z0r0s0m0f2 

図-2.苗木の掘り出し作業 図-3．雪ムロでの苗木の保存

図-4.無事開葉した苗木

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林総合研究所林木育種センタ ー

北海道育種場

〒069-0836 北海道江別市文京台緑町561-1

編集•発行 北海道育種場広報委員会
発行日 2024（令和6)年8月30日
お問い合わせ先 連絡調整課
電話011-386-5087
e-ma i l : hokka idoikusyu@ffpr i.affrc.go.jp

※本誌掲載内容の無断転載を禁じます。

webアドレスhttps://www.ffp r i.affrc.go.jp/hoku i ku/ i ndex.htm l（過去の 「野幌の丘から」はホームペー ジからご覧いただけます）

トドマツ展示林の設定について

北海道育種場育種課長訓I眉i ー 隆：

トドマツは北海道を代表する針葉樹で、材は建築全般、土
木、器具等多岐に利用できることから育種対象樹種となって
おり、昭和29年から開始された精英樹選抜育種事業の結
果、第1世代精英樹が道内で782個体選抜されています。そ
の後、次世代選抜に向けて、これらの精英樹の子どもを利用
して検定林が造成され、令和4年度までに成長形質等で
優秀な結果を示した50個体が第2世代精英樹（エリ ートツリ 
ー）として選抜されました。

第2世代精英樹は今後国有林や民有林の採種園の改
良時に母樹として利用されることが期待されますが、積極的
に利用してもらうためには、実際にそれらの子供の優秀性を
示す必要があります。特定母樹のグイマツ中標津5号とカラ
マツ精英樹を交配して創出された子供（通称クリ ーンラー 

チ）についてはすでに展示林が設定されており、その優秀性
をアピールすることに貢献していますが、トドマツ第2但代精
英樹ではこのような展示林がまだ設定されていません。

そこで、今回は無改良世代、第1世代精英樹、及び第2世
代精英樹（候補木も含む）から種子を採取してコンテナ苗を
育成し、これらの苗を利用して展示林を設定しましたので、こ
れまでの経緯等について報告します。

1植栽用苗木の育成
まず、令和2年秋に北海道育種場内で各世代に属するト 

ドマツ数個体から球果を採取し、精選した種子を低温貯蔵
しました。その後、令和3年春に貯蔵された種子を取り出しイ
ンキュベーターを利用してシャーレ内で発芽を誘導するか、ま
たは屋外でセルトレイにまき付けて発芽を誘導しました。発芽
直後に随時コンテナに移植し、その後適当に肥料を与えな
がらおよそ800苗を三成長期間育苗しました（写真-1参照）。
令和5年秋の三成長期終了後、全体の成長贔は平均30cm 
ほどでしたが、中には50cm以上の苗高を示した個体もありま
した。ただこの時点では、苗高について各世代間で統計的
な有意差はみられませんでした。

写真1. コンテナでの成長の状況
（左から 一成長期後、 二成長期後、 三成長期後）

2展示林の設定
これらコンテナ苗を、令和6年5月下旬に場内の庁舎近くの

試験区を利用し、各世代で成長の差が明確にわかるように、
世代ごとに列状2m間隔で植栽しました。全体の植栽本数
は312個体になりました（写真-2参照）。6月中旬の段階では2
個体が枯損しており、直ちに補植を行いました。今後も枯損
等が起こらないように適切な管理を行うとともに成長量調査
を行い、第2世代精英樹の子供が他の世代に比べて成長
が優秀であるのかどうか確認したいと思います。

写真-2 ． 植栽直後の展示林の様子

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所林木育種センター北海道育種場
Hokkaido Regional Breeding Office, Forest T『ee Breeding Center 
Fo『estry and Forest Products Research Institute 

＾

 


	20240823_野幌の丘から1.pdfから挿入したしおり
	202408_p01_08
	202408_p02_03
	202408_p04_05
	202408_p06_07

	20240823_野幌の丘から2.pdfから挿入したしおり
	202408_p01_08
	202408_p02_03
	202408_p04_05
	202408_p06_07


